半  ) ま キ 
その 他 の で き ご | ー ワ ー ル ド に お ける 衣 の に つい 
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ンタ イム 」 に も 登場 し 、 社 会 教育 に 一 
役 ガ つて いま す 。 mA 
ガメ 達 の 出番 で す 。 お 客 様 に ル 
ミ ガ メ と の ③ れ あい を 楽し ん て も ら 
だ め に 、 手 の 中 に 納 ま つ て し まつ | 
の 小さ な アカ ウミ ガメ を 直接 お 
持つ て も らい 、 陸 の カメ と は 異 な り 、 
が 皿 ら の 中 に ひつ こま な いこ と や 、 
と き に は 前 肢 を 誤 が 空中 で 沙 ば だ き を する よう に 
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め て も ーー mm の \ ま す 。 


ちな み に ア 
重 200W に も な り 
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昭和 51 年 8 月 、 カ ナ ゲ ザ の ハドソン 湾 に 位置 する 
小さ な お 港 団 チ ヤー チル で 生 捕 られ 、30 時 間 の 長旅 
の 未 、9 月 19 日 、 日 本 に 到着 し だ 雄 1 頭 、 雌 2 頭 
の ベル ー ガ (シロ イル カ ) は 、10 月 1 日 、 日 本 で 
初め て 当館 で 公開 展示 され まし だ 。 そ の 後 、 飼 育 
を は じ め て ガ ら 7 年 目 の 春 に は 、 雑 が 肺炎 で 死亡 
する と いう 構 し い 出来 事 も 有り まし だが 、 到 つ だ 
2 頭 の 雌 は 、 彼 等 の た め に 特別 に 用 意 さ れ だ 水温 
14 で 、 気温 17C に 設定 され だ 新しい 環境 の プー ル 
に も 順調 に 捉 れ 、 係 員 と も 信頼 関係 が び で き あ が り の 、 
今年 で 12 年 目 を むけ えて いま す 。 ご この間 、2 頭 の 
雌 は 、 全 国 の 皆様 の 御 協力 を 得 て 、 そ れ ぞ れ 「 チ 
ツチ 」、「 ロ ー ラ 」 と いう 素 晴 し い 名 前 まで つけ 
て いた だ だ き 、 ま た が: 体長 も 「 チ ッ チ 」 は 251om ガ ら 
326onm に 、「 ロ ー ラ 」 は 、306com ガ ら 340cm へ と 成長 
し 、 年 齢 も 5 チッ チョ 15 ボ 、「 ロ ー ラ : 17 ど な 
り ま し だ た 。 

現在 で は 、 こ の 2 頭 の ベル ー ガ 達 は 、 健 康 状態 
も 良好 で 、 マ リン シア ター で 公開 され て いる 水中 
ショ ヨー の 中 で 、 書 物 や テレ ビ だ け で し ガ が 知る こと 
が ガ が できない 「 水中 生活 者 と し て の イル カ の 特殊 能 
力 」 を お 客 様 の 目 を 通し て 確 が すめ て いた だ ける よ 
う 、 缶 日 活躍 し て くれ て いま す 。 

ご こ ご で は 、 そ の ベル ー が 達 の 活躍 ぷ ざり を ご 紹介 
いた だし まし よう 。 

色 の 識別 : イル カ は 、 水 の 中 で は 色 を どの よう 


ム 水 混 、 気 温 が コン トロ ー ル され た マリ ン シ ア ター 


4 元気 な 2 頭 の ベル ー ガ ( 堪 : チ ッ チ 右 : ロ ー ラ ) 


に 見 分 け て いる の だ ろう が 私 達 と 同じ よう に 色 
を 見 分 け て いる の で は な ぐ 、 明 る さと 暗 き だ け で 
見 分 け て いる と も いわ れ て いま す 。 そ こ で 、 ま だ 
判 つ て いな い 色 の 見 分 け 方 に つい て 、 黒 、 赤 、 
レン ジ 、 黄 、 緑 、 青 、 折 の 七色 を 使 つて 実験 を 繰 
り の 返し お こなつ て み ま し だ 。 そ し て 、 ベ ルー ガ に 
は 見 分 け や す い 色 と 、 見 分 け に ぐい 色 ガ ある こと 
が 判り の まし だ の で 、 昭 和 59 年 すら ベル ー ガ の 見 分 
け や す い 色 の 赤 と 幅 を 使い 色 の 識別 の 公開 ショ ー 
を 始め まし だ 。 
水中 に 赤 と 白 に 水 ら れ だ 板 を 1 枚 ず コセット し 、 
その 板 ガ ら 少し 離れ を とこ ろ で ザイ バー は ベル ー 
ガ に 赤 ガ 白 の いずれ が の 板 を 見 せま す 。 そ の 板 の 
色 を 確認 し だ ベルーガ は 、 セ ッ ツ ト さ れ た だ 赤 と 白 の 


品 こ ーー 
4 色 の 識別 ・ ダ イ パ ー の 示す 色 と 同 じ 色 に タッ チ 。 


4 形 の 識別 ・ 眼 隠し を され た ベル ー 4 人 大 中 小 の 識別 ・ 
ガ が ダイ パー の 示す 形 (A) と 同じ 形 き な 輪 に より 大 き な ボ ー ル を 運ぶ 。 


を 選ぶ 


板 に 向 つ て 涼 い で いき 、 い が に も 確 が め て いる が 
の よう に 見 える 動作 を し な が ぜ ら 、 ダイバー の 見 せ 
だ 色 と 同じ 色 の 板 に 脇 部 を タツ ッ チ し ます 。 初 め の 
うち は 、 と ま ど つ て いる こと も あり まし だ が 、 す 
ぐに と ま ど い も 消え 、 ぼ と ん ど 間 違う こと な ぐ 、 
赤 で も 折 で も 、 ダイ バー の 見 せる 色 を 識別 する よ 
うに な のり まし だ 。 い まで は 、 見 分 ける こと が で き 
る 色 も 赤 、 オ レン ジ 、 黄 、 緑 、 白 の 5 色 に まで 増 
えて きま し だ の で これ ガ ら の 進歩 を 楽し み に し て 
いま す 。 

形 の 識別 : イル カ は 、 視 覚 、 聴 覚 、 触覚 、 味覚 、 
用 覚 の 五感 の 内 、 味 覚 、 上 覚 の 神経 は 欠如 し 、 視 
覚 、 助 覚 、 触 覚 の 三 感 を 使 つて 生活 し て いま す 。 
特に 聴覚 は 良 ぐ 発 達し 、 暗 い 夜 の 海 で も 障害 物 に 
ぶつ がら ざ ず に 巧み に 泳ぐ こと が で き 、 そ の 上 、 障 
害 物 の 形 や 質 ま で イル カ 自 身 の 出す 音 の 反射 に よ 
つて 知る こと きえ で きる と いわ れ て いま す 。 

そこ で 、 ベ ルー ガ に 眼 隠し を し て 、 い ろ い ろ な 
形 の 中 ガサ ら ダイ バー の 持つ て いる 形 を 選ん で も ら 
う 実 験 を し て み ま し た 。 最初 は ひ 、 へ 、 口 の 3 種 
類 の 形 か ら 始 め ま し た が 、 簡 単 そ つう に 見 える この 
実験 も 、 急 に 眼 隠し を され だ ベル ー ガ に と つて は 
不安 感 が 強い と みえ て 、 本 来 の 能力 を 出し て ぐれ 
る まで に は 、 し ば ら ぐ 時 間 が が おり まし だ 。 し が 
し 、 眼 了 し に も 馴れ て ぐる と 、 ダイ バー の 持つ 形 
を 〇 、 ム へ 、 口 、 の 中 がら 正確 に 選 の で ぐれ る よう 
に な り ま し だ た 。 現在 で は 、 〇 、^、 口 の 他 に A 


ダイ バー が 持つ 大 人 コミュニ ケー ショ ン ・ 光 の 合図 を 


右側 の ロー ラ が 眼 隠し を し た 左側 の 
チッ チ に 伝達 、 動 作 ( 逆 立ち スピ ン ) 
を お こ な う 。 

B、C、 ダ イヤ や 、 平 行 四辺 形 、 二 等 辺 三 角形 、 直 
角 三 角形 な ど 間 違え や すい 形 も 容易 に 判別 し て 選 
ん で ぐれ る まで に な つて いま す 。 

イル カ の 会 話 : イル カカ 同士 は 、 音 を 使 つ て 仲間 
同士 会 話 を し て いる こと が 知ら れ て いま す 。 し が 
し 、 実 際 に その 会 話 を し て いる 様子 を 目 で 確 が め 
だ 人 ん 々 は 少な いと 思い ます 。 ベ ルー ガ が 達 は 、 今年 
か ら こ の 会 話 の 実際 を 皆様 に お 見 せ し て いま す 。 
2 頭 の ベル ー ガ に 光 サ イン を 送り 、 逆 立ち を し て 
クル クル と 体 を まわ きす 訓練 を し だ た 後 、 1 頭 に 眼 隠 
し を し て 、 同じ よう に 光 サ イン を 出す と 、 眼 隠し 
を され だ ベル ー ガ が 、 眼 隠し を し て いな い ベ ルー 
ガ と 同じ よう に 体 を 回 転 さ きせ る の で す 。 眼 隠し を 
し な い ベ ルー ガ ガ ら 眼 了 し ベル ー ガ に 光 サ イン の 
出 を こと を 教え て いる の で す 。 ベル ー ガ が 達 は 、 会 
話 を し て いる こと が 、 ご の 実験 で 判 つ て い だ だ け 
る も の と 思い ます 。 

ご の 他 に 、 人 間 の 言葉 の 記憶 や 、 眼 隠し を し て 

の 障害 物 く ぐり 、 木 と 金属 と の 識別 な どの 実験 も 
ショ ヨー と し て 公開 し て いま す 。 ベルーガ 達 は 、 ご 
の よう に 今 ま で 目 で 確か め ら れ な お つ だ イル カ の 
能力 を 、 い ろ い ろ な お 方法 を 使 つて 教え て ぐれ て い 
ます 。 し ガ が し 、 シ ョ ー と し て 見 て い を だ だ いて いる 
と は いえ 、 1 回 1 回 が 実験 の 繰り 返し と 同じ で す 
ガ ら 、 こ ご これから も これ ら の 実験 を 続け る こと に よ 
り 、 判 つて いな ガ つ だ 事柄 が 明 ら ガ に され る が も 
し れ な いと 期 等 し て いま す 。 (前 田 ) 


\、 誰 し も 

ガ そ う っ 感じ た 月 2 日 、 BS 
そし て は る が に 塞い アイ スラ ンド ガ ら 
28 時 間 か け て 雌 2 頭 (体長 290cg、 
体重 460/、 体 長 408Z、 体 重 1050 妨 ) 
と 雑 2 頭 (体長 336c、 体 重 624 妨 、 
体長 394c、 体 重 920) の シヤ チ が 電 
川 シ ー ワ ー ル ド へ や つて きま し だ た だ 。 

す 9 つが り 日 も 雅 れ だ 午後 6 時 半 過 ぎ 、 


3 月 29 日 唱 時 55 分 、 ア イス ラン ド か ら の チャ ー タ 
一 機 で 無事 成田 空 港 に 到着 。 


シヤ チ を 収容 する オー シャ ンス タダ ジア 
ム は 、 数 錠 く の ライ ト で 照ら し 出さ れ 、 
作業 が 開始 され まし た 。 一 度 に 4 頭 の 
シヤ チ が 氏 入 され る こと は 、 今 ま で に 
も 人 剛 の な いこ ご と で す 。 多く の 報道 関係 
者 や 当館 従業 員 が 見 守る 中 、 シャチ は 
1 頭 ず つ フ レーン で 吊り 上 げ ら れ 、 ブ 
ー ル へ 秘 さ れ て いき まし だ 。 そ し て 、 
最後 の 1 頭 が 係員 の を 離れ 自力 で 涼 
ぎ 始 め る と 、 一 斎 に 大 き な お 拍 手 ガ 起り 
まし だ 。 作業 終了 後 も ブー ル サ イ ド に 
よ 、4 頭 の シヤ チ の 涼 ぐ 次 を な が め る 
多 く の 人 影 が 、 遅 こま で 見 られ まし た 。 
今回 4 頭 の シヤ チ が 搬入 され だ こと 
こよ り 、 陽 川 シ ー ワ ー ル ド の シャ チ は 、 
現在 スタ ー と し て 活躍 し て いる 雄 の シ 
ヤ チ 「 ビ ピン ゴ 」 を 含め て ら 頭 と な り 、 
世界 で 最も 多く の シヤ チ を 飼育 し て い 
る 水族 館 こ な り ま し た だ 。 二 ニコ ユー フェ ー 
ス の シヤ チ 達 の 今後 を ご 期待 下さ い 。 

( 勝 選 ) 


" 信 豆 沿 人 一 


プー ル へ 収容 完了 長旅 の つか れ も み せ ず 、 元 気 に 泳 で シャ チ 。 
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食事 風景 。 す っ か り 係員 に も 馴れ まし た 。 
SR 
この 20 NE 9 種類 の アザ 

こつ いて 飼育 が お こ な わ れ て きま し だ 。 と 0 
この だ = び 4 月 15 日 に 10 種 類 め に あ だ る ア ザラ シ が 
際 川 シー ワー ルド に や つて 来 ま し を 。 そ の 名 は 
テ ゴ ト アザ ラ シ 、 英 名 で ハー ブシ ー ル と いい 、 成 獣 
の 背中 に は 楽器 の ハー プ に 羽 だ 模様 が びあ り 、 特 に 
雄 で は 友 白 色 の 地 に 黒色 の 「 堅 琴 」 が 明 祥 こと な る 、 
北極 洒 周 辺 に すん で いる 種類 で す 。 し が か し 、 騙 回 
投入 され だ 個体 は 、 今年 生ま れ と 若 令 で ある だ め 
ハー ブ 模 様 は 体 表 上 に あら われ て いま せん 。 

ご の 足 重 な アザ ラ シ の 到着 に 、 だ だ 喜ん で ば ガ 


り は いら れ ざ 、 ま ざ は 飼育 室内 の 気温 を 20 で 、 水 温 
を 17 や に 冷 し 、「 餌 付け 」 の 始ま り で す 。 と ころ が ご 
の アザ ラ シ ジ 達 、 人 に 馴れ て いざ ず 、 な ガ な ガ 人 を 畜 へ 
て は くれ ませ ん 。 そ れ ど ころ か が 、 人 が 近づく ぐ と ブー 
し に あわ て て 逃げ こみ 、 顔 も 見 せな いと いう 始末 で 
す 。 し ガ し 、 日 が なつ に つれ 係員 の 努力 も 実り 、 炊 
第 に 串 れ て き て 今 で は 人 が 近づく と 、「 ウィ イー ン 、 
ウィ ー ン 」 と 餌 を 求め る 大 合唱 、 ヒザ の 上 に まで 
乗 つ て くる 甘え ん 坊 さ え で て きま し だ 。 未知 の 動 
物 の だ め 、 こ ご れ ま で 以上 に 神経 を 使わ な けれ ば い 
け ま せん が 、 ハ ー ブ 模 様 が 出 て ぐる 時 を 楽し み に 
大 事 に 飼育 し て いき だ いと 思い ます 。 (荒井) 


較 に へ 88 
今年 の 春生 まれ 、 ま だ あど け な い 顔 を し て いま す 。 


本 孝 初 公開 どう そよ ろ し く 


世界 で 飼育 され た アザ ラ シ 類 
① ハイ イロ アザ ラ シ 
2②) ゼニ ガタ アザ ラ シ 


⑬③ ゴマ フ ア ザ ラ シ 
④ ワ モ ン ア ザラ シ 
5 カス ピカ イア ザラ シ 
(6⑥) バイ カル アザ ラ シ 


(⑦ タテ ゴト アザ ラ シ 

(⑧ クラ カケ アザ ラ シ 

9 ズ キ ン ア ザラ シ 

(1⑩ アゴ ヒゲ アザ ラ シ 

11 チチ ュ カ イモ ンク アザ ラ シ 
12 カリ ブ カ イ モン クア ザラ シ 
13 ハワイ モン クア ザラ シ 


14 ウェ ッ デ ル ア ザ ラ シ 
15 ロス アザ ラ シ 
16 カニ クイ アザ ラ シ 
17 ヒョウ アザ ラ シ 
⑱ ミナ ミゾ ウ ア ザラ シ 


⑯⑲ キタ ゾウ アザ ラ シ 


印 は 日 本 で 飼育 症 の ある アザ ラ シ (10 種 類 ) 
太字 は 鴨川 で 師 育 歴 の ある アザ ラ シ (7 種類 ) 


マンボウ 飼育 の ウラ 語 " 
@⑮ マ ソン ボウ 「 フ ー キ ー」 の あと つぎ た ち 


クー キー は 、4 月 11 日 現在 飼育 日 数 が 2300 日 を 
突破 し 、 飼 育 世界 記録 を 大 幅 に 更新 中 で す が 、 当 
館 に は クー キー 以外 に 別 の 水 そう で 2 尾 の マン ボ 
ウ が 飼 育 され て いま す 。 彼 等 は 、 昨 年 の 12 月 と 今 
年 の 4 月 に 鴨川 沖の 定置 網 で 採集 され 、 体 長 は 70 
cm と 80cm で まだ 小さ な 個体 で す 。 彼 等 を 、 フ ー キ 
ー と 一 緒 に 飼育 し て みよ うと 何 回 が 試み られ まし 
だ が ガ が 、 お 互い ぶつ が つ だ り 、 神 経 質 に な つて エサ 
を 食べ な く な つ だ り し て 共存 展示 は 失敗 し 、 あ ら 
だ め て マン ボウ 飼育 の 難し さ を 実 感 を せら れ て い 
ます 。 いつ で も マン ポ ボウ ガ が 見 られ る 水族 館 こ し て 
の 、 縁 の 下 の 力 持ち 的 な 大 き な 役 割 を は だ し て い 
る 彼 等 を 今後 や 大 切 還 議 
に 飼育 し て いき だい 議 
と 思い ます 。 

( 津 崎 ) 


人 特別 展示 ' シヤ チ の 世 究 展 」 


春 催 事 の ーー つ と し て 、3 月 20 日 か ら 5 月 5 日 ま 
で 「 キ ング ・ オ ブフ ・ ザ ・ シ ー 不思議 が いつ ば い ノ シ 
ヤ チ の 世界 展 」 が 開催 され まし た 。 

会 場 の 「 ピ フキ オハ ウス 」 に は 、 シ ヤ チ や マツ 
コウ クジ ラ な どの 介 格 標本 を は じ め 、 模 型 、 パ ネ 
ル な ど を 展示 し 、 更 に は 、 エ コー ロケ ーション や 、 
シャ チ と の 能力 比べ な どの 体験 コー ナー も 設け ま 
し た だ 。 シ ャ ヤ チ を 中 貝 に 航 類 の 生態 や 能力 、 人 と の 
関わ りな ど を 判り や すぐ 紹介 する と 共に 、 名 地 か 
ら 集 め だ 鯨 類 の 民芸 品 や 装 節 品 、 書 籍 な お どの 展示 
販売 も 行ない 、 大 勢 の お 客 様 か ら 好評 を いた だ き 
まし だ 。 な お 、 開催 に 当り 多大 お ご 協力 と ご 支援 
を い だ だ いた 還 生還 aa al 
学 寺 物 館 、 な ら び に 大 還 @ 
日 本 人 研 究 所 の 関 人 に 導 話 
係 者 一 同 に 本 紙面 を 蘭 アパ AM 
借り 訪 か ら 御礼 申し ボ 選 
上 げ ま す 。 (村田 ) 
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介 全 イル カ の 愛称 決定 


昨年 6 月 8 日 に 生ま れ た バン ドウ イル カ の 子 ど 
も の 愛称 が 、 こ の ほど 「 フ リス 」 と 決定 し まし た 。 
今回 の 愛称 募集 に は 、 全 国名 地 か ら 4,996 通 も の 記 
臣 を いた だ きま し だ が 、 愛称 と し て は 、 雌 と いう 
こと も あり 、 人 気 ア ニ 2 や ドラマ の kc 人 AO 
愛らしい 名 前 が 多 ご 見 られ まし だ 。 選 老 委 員 会 
DR 
r ス ー ジ ー」 の 一 文字 が 入り 、 愛らしく 、 女 の 子 
らし い 名 前 と いう 理由 か ら 、 東京 都 足 立 区 の 償 
みのり 様 (10 オ ) の 「 フ リス 」 を 採用 させ て いた 
だ きま し だ 。 伊藤 様 に は 、 イ ルカ の 特大 ぬい ぐる 
みや 写真 集 等 が 贈ら れ だ 他 、 全 応募 者 より 厳正 な 

Es 地 送 に より 50 名 様 に 、 
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と < 際 較 較 が 直ら れ ま し た 。 
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@ シ ョ ー ス テー ジ の 改装 

持 年 、 春 休み の シー ズン ガ ら 新しく な る ショ ヨー 
内 容 に 合せ て 、 名 動物 ショ ー の ステ ー ジ 改装 を お 
こなつ て いま す が 、 今 年 度 は 、 昨 年 1 月 に は や ば 
や と イル カシ ヨー ステ ー ジ の 必 装 工事 が 行なわ れ 
まし だ た 。 

イル カシ ョ ヨー ステ ー ジ は 、 ギ リ シ ヤ 時 代 の 神殿 
風 建 惣 の イメー ジ で 全体 を まとめ られ 、 左 右 の 白 
い 壁 に は 、 ワ ン ポ イン ト デ ザ イン と し て 古代 ギリ 
シャ 時 代 の 有名 な 伝説 に 出 て < こる 「 イ ルカ に 乗 つ 
だ 少年 」 の レリーフ が 取り つけ られ て いま す 。 イ 
ルカ スタ ンド の 前 に 立つ と 、 イ ルカ と 人 間 と の か 
の わり あい に つい て の ざか ざ の 丘 説 を 残し だ 古代 
ギリ シヤ 時代 に 、 再 
び 足 を 踏み 入れ だ 雰 
時 拓 を わっ て いた 
還 だ ける も の と 思い ま 
抽 す 。 (佐伯 ) 


